
     　　　　　　　　　　　  

　　　　　　　　　　　　　　　

西武プリンスドームにて選手とサポーターの皆さん（劇的逆転勝利試合終了後9/4）

         

島津選手の９回土壇場同点３ランホームラン！！
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繋げよう絆・広げよう地域の輪 

富士通アイソテック ベースボールクラブ 
野球で福島を元気に！ 

 第４１回全日本クラブ野球選手権大会（全国大会）が９/２（金）～5日（月）まで西武プリンスドームにて行わ
れました。１回戦、2回戦を快進撃で突破！準決勝では北信越代表の千曲川硬式野球クラブと対戦しましたが一歩及
ばず決勝進出はなりませんでした。サポーターの皆さん！全国のファンの皆さん！熱いご声援ありがとうございました。 

～西牧代表～

全日本クラブ野球選手権大会報告

9/2から開催されました全国大会をベスト４という成績で終了しました。

我々富士通アイソテックベースボールクラブの今シーズンの目標は「全国大会１勝」でしたので、とて

も立派な成績であると思います。

大会本部員からも４年目で２年連続の出場、且つ今回のベスト４の成績には「快挙」のお言葉を頂

戴しました。また、ベスト４を賭けた「県警桃太郎」との一戦は今大会のベストゲームであると評価さ

れています。しかしながら、チームのメンバーは既に来シーズンの「日本一」を目標に活動を開始し

ています。

頼もしいメンバーに今後とも期待して下さい。

今大会は各チームの応援合戦も白熱しておりました。規模や組織的な応援では敵いませんでした

が、スタンドからの熱い想いがグランドの選手達に伝わってきて、我らが応援団は既に「日本一」で

あると認識しています。

勝って一緒に泣いてくれる。負けて一緒に泣いてくれる。

そんな応援団を背にプレーできる選手達は幸せ者です。

常に感謝の気持ちを力に変えて、今後も愛されるチームを作っていきます。

★試合結果★

1回戦 VS 北海道代表 TRANSYS（４対２勝ち）
※エース服部⇒本間の継投で相手打線を2点に抑え全国大会初勝利！

2回戦 VS 西近畿代表（兵庫県）県警桃太郎（１１対９勝ち ）
※９回表二死１、２塁からから1番島津が右中間スタンドへ同点３ランを放ち土壇場で同点に追いつく。

11回3番鈴木からの攻撃で連打で4得点 11対7 4回からロングリリーフの本間が相手打線を2点に抑え

11対9にて2回戦突破準決勝進出！！

準決勝 VS 北信越代表（長野県）千曲川硬式野球クラブ（ １対６負け ）
※中盤まで我慢の展開、７回４番八百板のホームランで反撃も及ばず準決勝敗退。


